
B29爆撃機による本土空襲が繰り返されていた１９４５年４月９日、米
軍機が投下した爆弾が旧吉原町の中

なかげた しんめいぐう
桁神明宮の鳥居近くに落ちまし

た。ものすごい爆風のため近くの民家は一瞬にしてつぶれ、一家５人
が死亡しました。破壊された鳥居の一部が現在も残っています。７月
には、兵器を作る工場（日産・東芝・大昭和など）や富士飛行場も爆撃
を受け、死傷者や建物の被害が出ました。

国は子どもたちが空襲の犠牲にならないように都会から地方に避難させる「学
がくどう
童

集
しゅうだん
団疎

そ か い
開」を行いました。富士市には東京都品川区や渋谷区から生徒たちが来

て、岩
いわもと
本の実

じっそうじ
相寺や久

く ざ わ
沢の一

いちじょうじ
乗寺、原

は ら だ
田の清

せいがん じ
岩寺など市内の多くの寺院に宿泊

し、集団生活をしました。

生徒たちは毎朝５時に起きて体操をした後、
「兵隊さんありがとう」と言って朝ご飯を食
べました。午前中は勉強をして、午後はマ
キ拾いや草取りなどの仕事をしました。夕
食の前後は遊び時間で、夜は８時半ごろ寝
ました。でも、寂しさですすり泣く声がしば
らく聞こえていました。

1943年３月１１日の夜、当時富士宮市上
か み い で
井出にあった陸軍少年戦車兵学校の

生徒で、広島県出身の大
おおち よしみち
地好道さん（当時１８歳）が、夜間訓練中に戦車ごと

神戸橋近くの１２ｍ下の滝川に転落し、殉
じゅんしょく
職しました。現在、神戸小学校の北側、

神戸橋の近くに慰
い れ い
霊の碑が建てられています。

旧須津村軍人墓地には、同じ石碑が２２４柱
  はしら

建
こんりゅう
立

され、戦死した人々を 弔
   とむら

っています。毎年秋のお
彼岸の中日には、高齢化した遺族会に代わって地
元連合町内会がここで慰

いれい さ い
霊祭を行い、平和な世へ

の祈りを捧
ささ
げています。

核兵器廃絶平和都市宣言モニュメントは、ロゼシアターの南西、富士見大通り
の中央分離帯に建っています。

アオギリの木は、米の宮公園のぐるん・ぱ よねのみやの前に植えられています。

戦争が続き人々の生活が苦しくなるにつれ、飛行機や艦船の原
材料の金属も不足し、家庭にあるなべややかんまで回収されま
した。学校にあった銅像や鉄の門、神社や寺の鉄・銅製品も対
象となり、１９４３年に須津村の龍

りゅうせんざん
泉山東

とうこう じ
光寺の梵

ぼんしょう
鐘（738kg）

も供出されました。現在の梵鐘は１９７３年に再建されたもので
す。

戦後、多くの日本人がソ連軍によってシベリアやモ
ンゴルに連行され、重労働を強制されました。厳
しい寒さと飢えの中、静岡県出身者も 2千人近くが
ふるさとに帰りたいと願いながら死んでいったとさ
れています。戦争中のアジア・太平洋地域の多くの
人々の犠牲の記憶とともにシベリア抑

よくりゅう
留の歴史を伝

えるために、２００３年１１月に静
しずおかけん
岡県抑

よくりゅう
留犠

ぎせいし ゃ
牲者

慰
い れ い ひ
霊碑が建てられました。

日本政府は戦争中に中国人を中国から無理やり連れてきて、日
本の鉱山や工場で働かせました。富士飛行場を作るのにも 504
人が手伝わされ、52人が栄養失調と病気で亡くなりました。
戦後の１９４８年、中丸の共同墓地内に慰

い れ い ひ
霊碑が建てられ、

１９５４年１１月には遺骨が中国に返されました。毎年７月には、
地元・中丸区と富士市日中友好協会合同の慰霊祭が行われてい
ます。

戦後の食糧不足を補うため、富士飛行場を田畑に戻す工事が行
われ、元の土地を提供した人たちに返されました。この開拓事
業の１０周年を記念して碑ができました。１９８１年に移転し、
現在は富士南まちづくりセンター敷地内にあります。

富士飛行場の建設に合わせて、航空燃料のための油を保管す
る倉庫として岩本山の西のふもとに掘られた地下壕です。（現在
は未整備で、中に入ることはできません。）

１９４４年、戦争が長引き労働力が
不足したため、国は「お国のため」と
大
おおしば さいほう じょがっこう
芝裁縫女学校を廃校にして、女学生

を工場に動員しました。校舎は解体さ
れ、資材は清水の軍需工場の宿舎とし

て使われました。現在、学校の敷地跡には卒業生たちが作った記念碑がひっそりと建っ
ています。

小学生が戦争中に親と離れて集団生活（市内各所）

少年兵が戦車ごと川に転落（神
ご う ど
戸）

224の同じ形の石碑が並ぶ墓地（神
か み や
谷）

お寺の鐘も飛行機の材料になる(中
なかざと
里)

極寒の地シベリアで亡くなった人たちを忘れないために（中
なかじま
島）

連れてこられ、亡くなった中国人の方々を弔
とむら
う（中

なかまる
丸）

飛行場を田んぼに戻す大工事（森
もりした
下）

飛行機の燃料を保管した地
ち か ご う
下壕（岩

いわもと
本）

本土決戦を迎え撃つ陣地（室
む ろ の
野）

軍
ぐんじゅ
需工場に動員された女学生たち（水

みとじまもとちょう
戸島元町）

空襲の恐ろしさを伝える鳥
と り い
居の残

ざんがい
骸（中

なかげた
桁）

巡ってみよう！
富士市にある
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実
じっそうじ
相寺での疎開生活のようす

戦争末期の１９４４年９月、陸軍明
あ け の
野飛行学校の富士分

ぶんきょうじょ
教所と

して富士飛行場が作られました。そこに住んでいた人たちの家
や田畑を全部つぶして戦闘機パイロットの練習場が半年で作ら
れました。６月に沖縄戦へ特別攻撃隊として出撃し戦死した若
者もいました。
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富士にあった戦闘機の飛行場（五
ごかんじま
貫島・森

もりじま
島・宮

みやした
下）

本土決戦に備え、１９４５年４月～７月に陸軍地上部隊約千名が愛
あたごやま
宕山

山中に高射砲陣地として地
ち か ご う
下壕を建設しました。駿河湾から富士川沿

いに北上するアメリカ軍を高射砲で撃って阻止する計画でしたが、終戦
直前に建設作業は中止されました。地下壕は残っていますが、現在は
危険なため入れません。平和祈

き ね ん
念の碑は１９５５年に建てられました。
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